
それでそれで、
誰が好きなん？

誰にも
言わんでよ～

コーヒー１つ

今日は
何食べようか

来週のランチの
メニューどうし
ようかな～

みんな
どこ隠れた～

何か
悩み事かい？

こっちで
食べよ～！

光の軌道

屋内から抜ける視線

アルミ合金造の光を庭に落とす為の水平面に反射
させた光を茫洋の外壁を利用して庭に光を届ける

キッチンから全体を見渡せられるように
なるべく内壁を設けていない

収納スペース兼子どもたちの遊び場にもなる屋根裏

子どもの動線

和紙カーテンによって囲まれたウッド
デッキは、一人にもなれる半屋外空間

走り回れる屋外棚は、子どもにとっての道になる

キッチンと繋がるカウンターから
テイクアウトを受け取れる

旗の色で誰がいるのか誰が料理をしているのかを外部に示す

カーテンの開閉によって人が施設内にいるかを示す
・人がいる→カーテン閉じる
・人がいない→カーテン開ける

茫洋

　本計画で行った建築的操作の概念図を図 69 と図 70 で示します。前述したように、本計画では、空き家単
体の改修計画のみに留めることなく、宅地と建物を街路空間という連なりのある広域的な視点から捉え直した
上で地域社会とのより良い関係性を構築することを目的に、街路と宅地が接続する境界空間を複層的に扱い、
複数のエレメントを建築的に操作する設計をしました。

　私は、空き家を「空き家」としてだけ捉えるようなことはせず、かといって、「地域資源」というようなポジ
ティブすぎる捉え方もしたくありません。今一度、「空き家」という建物を捉え直し、それらが何を構築する要
素なのか、周囲にどのような影響を与えているのか、地域においてどのように位置付けられるものなのか、といっ
た広域的な視点からの検討が必要だと考えています。そうすることによって「空き家」というくくりでしか捉
えられなかった価値や活用法以外にも、その建物だからこその、その土地だからこその、その人達だからこそ
のアイデアが生まれ、多様な建築が生まれ、画一的ではない、多様性に溢れ、笑顔に溢れた地域社会が構築さ
れていくのだと思います。それが建築を扱う私にできる地域活性化の一端を担う一つの方法だと考えています。

　本計画がそのような地域社会を構築する一助となることを期待しています。

今月の
イベントは
何かな～

Aランチで

テストの
点数やばい…

俺も…
怒られる…

図67：敷地内の庭の様子

図68：建物内観イメージ
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